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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
四
号

山
梨
県
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県
条
例
第
三
号
）
第
二
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
、
附
属
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。令

和
二
年
九
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

附
属
機
関

担
任
事
務

委
員
の
定
数

委
員
の
要
件

委
員
の
任
期

所
管
課

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
コ
ー
ス
を

活
用
し
た
サ

イ
ク
ル
イ
ベ

ン
ト
実
施
事

業
選
定
委
員

会

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ー

ス
を
活
用
し
た
サ
イ

ク
ル
イ
ベ
ン
ト
実
施

事
業
費
補
助
金
の
交

付
を
適
切
か
つ
公
正

に
行
う
た
め
の
補
助

事
業
の
選
定
等
に
関

す
る
事
務

五
人

一
　
優
れ
た

　
識
見
を
有

　
す
る
者

二
　
県
の
職

　
員

令
和
二
年
九

月
二
十
五
日

か
ら
令
和
三

年
三
月
三
十

一
日
ま
で

ス
ポ
ー
ツ

振
興
局
オ

リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ

ク
推
進
課

山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
五
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

令
和
二
年
九
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
起
業
者
の
名
称
　
富
士
河
口
湖
町

二
　
事
業
の
種
類
　
河
口
湖
総
合
公
園
駐
車
場
整
備
事
業

三
　
起
業
地

1
　
収
用
の
部
分
　
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
字
下
善
郷
塚
地
内

2
　
使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
を
認
定
し
た
理
由

1
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件

河
口
湖
総
合
公
園
駐
車
場
整
備
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
河
口
湖
総

合
公
園
（
以
下
「
本
件
施
設
」
と
い
う
。
）
は
、
富
士
河
口
湖
町
（
以
下
「
起
業
者
」
と
い
う
。
）

が
、
良
好
な
都
市
景
観
の
形
成
、
都
市
環
境
の
改
善
、
都
市
の
防
災
性
の
向
上
等
を
目
的
に
昭
和

五
十
九
年
三
月
に
開
設
し
た
都
市
公
園
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
本
件
施
設
利
用
者
の
利
便
性
及
び
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
本
件
施
設
の

駐
車
場
を
保
全
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体

が
設
置
す
る
公
園
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

2
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

起
業
者
は
、
令
和
二
年
度
補
正
予
算
（
九
月
）
に
お
い
て
、
本
件
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

3
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

㈠
　
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

　
本
件
施
設
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
に
開
設
さ
れ
た
町
の
中
核
的
な
都
市
公
園
で
、
十
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
余
の
敷
地
内
に
、
約
三
千
人
を
収
容
可
能
な
屋
外
ホ
ー
ル
で
あ
る
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー

附
属
機
関

担
任
事
務

委
員
の
定
数

委
員
の
要
件

委
員
の
任
期

所
管
課

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
コ
ー
ス
を

活
用
し
た
サ

イ
ク
ル
イ
ベ

ン
ト
実
施
事

業
選
定
委
員

会

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
コ
ー

ス
を
活
用
し
た
サ
イ

ク
ル
イ
ベ
ン
ト
実
施

事
業
費
補
助
金
の
交

付
を
適
切
か
つ
公
正

に
行
う
た
め
の
補
助

事
業
の
選
定
等
に
関

す
る
事
務

五
人

一
　
優
れ
た

　
識
見
を
有

　
す
る
者

二
　
県
の
職

　
員

令
和
二
年
九

月
二
十
五
日

か
ら
令
和
三

年
三
月
三
十

一
日
ま
で

ス
ポ
ー
ツ

振
興
局
オ

リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ

ク
推
進
課
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四
七
〇

　
㈠
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
㈡
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
㈢
で
述
べ
た
と
お
り
、
起
業
地
は
、
代
替
案
と
比
較
し
て
最
も
適
切
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
の
で
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

4
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

㈠
　
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

　
3
㈠
で
述
べ
た
と
お
り
、
起
業
地
を
保
全
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
駐
車
可
能
台
数
が
減
少
し

た
場
合
、
本
件
施
設
内
通
路
へ
の
駐
車
及
び
周
辺
の
道
路
に
お
け
る
違
法
駐
車
が
発
生
し
、
本

件
施
設
利
用
者
の
利
便
性
及
び
安
全
性
の
低
下
並
び
に
周
辺
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
発
生
等

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
起
業
地
を
駐
車
場
と
し
て
保
全
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

㈡
　
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

　
本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
現
存
す
る
八
十
二
台
分
の
駐
車
場
及
び
都
市
公
園
と

し
て
必
要
と
な
る
緑
地
面
積
を
保
全
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈢
　
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
性

　
以
上
に
よ
り
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の

で
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

5
　
結
論

1
か
ら
4
ま
で
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

よ
っ
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所
　
富
士
河
口
湖
町
役
場
都
市
整
備

課
山
梨
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
二
年
十
月
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

を
は
じ
め
、
町
民
プ
ー
ル
、
町
民
体
育
館
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
芝
生
広
場
等
を
有
し
て
い
る

が
、
周
囲
の
公
共
交
通
機
関
が
脆
弱
な
た
め
、
多
く
の
利
用
者
が
自
家
用
車
に
よ
り
来
園
し
て

い
る
。

　
本
件
施
設
内
に
は
、
現
在
、
起
業
地
を
含
め
、
四
百
二
十
二
台
分
の
駐
車
場
が
あ
る
が
、
町

民
プ
ー
ル
や
町
民
体
育
館
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
は
、
一
日
平
均
で
四
百
八
十
人
程
度
が
利

用
し
て
お
り
、
駐
車
場
が
満
車
と
な
る
時
間
帯
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
の
利
用
者
は
、

平
成
二
十
八
年
度
は
年
間
約
十
六
万
五
千
人
で
あ
っ
た
が
、
令
和
元
年
度
は
年
間
約
十
九
万
人

に
増
加
し
て
お
り
、
今
後
、
駐
車
場
不
足
が
よ
り
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
に
お
い
て
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
際
に
は
、
駐
車
場

が
不
足
し
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
時
的
に
駐
車
場
と
し
て
使
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
起
業
地
を
保
全
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
駐
車
可
能
台
数
が
減
少

し
た
場
合
、
本
件
施
設
内
通
路
へ
の
駐
車
及
び
周
辺
道
路
に
お
け
る
違
法
駐
車
が
危
惧
さ
れ
、

本
件
施
設
利
用
者
の
利
便
性
及
び
安
全
性
の
低
下
等
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
本
件
事
業
は
、
現
在
、
借
地
し
て
い
る
起
業
地
を
町
が
取
得
す
る
こ
と
で
、
今
後
も
、
必
要

と
さ
れ
る
駐
車
台
数
を
安
定
的
に
確
保
し
、
都
市
公
園
と
し
て
の
良
好
な
環
境
を
維
持
す
る
も

の
で
あ
り
、
公
益
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
大
き
い
と
認
め
ら
れ

る
。

㈡
　
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益

　
本
件
事
業
の
起
業
地
は
、
富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
の
普
通
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

本
件
事
業
は
、
既
設
の
駐
車
場
を
保
全
す
る
た
め
の
事
業
で
あ
り
、
現
況
地
形
の
改
変
や
新
た

な
構
造
物
の
整
備
は
行
わ
ず
、
既
存
樹
林
に
つ
い
て
も
公
園
緑
地
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
起
業
地
内
に
は
、
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
及
び
絶

滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）

に
よ
り
、
保
護
の
た
め
特
別
の
措
置
を
講
ず
べ
き
動
植
物
及
び
文
化
財
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈢
　
代
替
案
と
の
比
較

　
本
件
事
業
の
施
行
位
置
に
つ
い
て
、
必
要
な
面
積
を
確
保
で
き
る
こ
と
、
本
件
施
設
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
が
良
好
で
あ
る
こ
と
、
造
成
が
容
易
で
あ
り
最
小
限
の
事
業
費
で
執
行
で
き
る
こ

と
、
支
障
と
な
る
物
件
が
最
小
限
で
あ
る
こ
と
、
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
小
さ
い
こ
と
等
社
会

的
、
技
術
的
及
び
経
済
的
な
要
件
を
考
慮
し
て
選
定
さ
れ
た
三
案
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
本

件
事
業
の
起
業
地
が
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
最
も
適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

㈣
　
比
較
衡
量



山
梨
県
公
報
　
　
第
百
二
十
九
号
　
　
令
和
二
年
九
月
十
七
日

四
七
一

の
で
、
同
法
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
二
年
九
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
測
量
の
種
類
　
公
共
測
量
（
道
路
台
帳
作
成
）

二
　
測
量
の
地
域
　
南
ア
ル
プ
ス
市
の
一
部

三
　
測
量
の
期
間
　
令
和
二
年
七
月
二
十
三
日
か
ら
令
和
三
年
一
月
二
十
九
日
ま
で

公
安
委
員
会

◉
　
落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ

シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ

た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
、
経
済
上
の
連
携
に
関

す
る
日
本
国
と
欧
州
連
合
と
の
間
の
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も

の
で
あ
る
。

令
和
二
年
九
月
十
七
日

山
梨
県
警
察
本
部
長
　
　
大
　
　
窪
　
　
雅
　
　
彦

一
　
落
札
に
係
る
借
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量
　
X
線
マ
イ
ク
ロ
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
所
属

㈠
　
名
称
　
山
梨
県
警
察
本
部
刑
事
部
科
学
捜
査
研
究
所

㈡
　
所
在
地
　
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
窪
中
島
三
百
十
二
番
地
四

三
　
落
札
者
を
決
定
し
た
日
　
令
和
二
年
八
月
二
十
六
日

四
　
落
札
者

㈠
　
名
称
　
日
立
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社

㈡
　
住
所
　
東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
三
番
一
号

五
　
落
札
金
額
　
四
千
七
百
四
万
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
　
一
般
競
争
入
札

七
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日
　
令
和
二
年
七
月
十
六
日

◉
　
落
札
者
の
決
定
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。
な
お
、
こ
の
公
告
は
、
千
九
百
九
十
四
年
四
月
十
五
日
マ
ラ
ケ

シ
ュ
で
作
成
さ
れ
た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
、
二
千
十
二
年
三
月
三
十
日
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ

た
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
を
改
正
す
る
議
定
書
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
協
定
、
経
済
上
の
連
携
に
関

令
和
二
年
九
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

道
路
の

種
類

路
線
名

区
間

延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

供
用
開
始
の

期
日

県
道

大
菩
薩
初
鹿

野
線

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七

八
三
番
一
地
先
か
ら

甲
州
市
塩
山
上
萩
原
字
萩
原
山
四
七

八
三
番
一
地
先
ま
で

　
　
二
三
・
二

令
和
二
年
九

月
三
〇
日

公
　
　
　
告

◉
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
山
梨
県
県
民
情
報
セ

ン
タ
ー
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
九
月
十
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
長
　
　
崎
　
　
幸
太
郎

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
令
和
二
年
九
月
七
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

1
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
W
e
　
A
r
e

2
　
代
表
者
の
氏
名
　
廣
瀬
政
光

3
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
山
梨
県
北
杜
市

4
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的
　
こ
の
法
人
は
、
障
害
児
者
及
び
高
齢
者
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
の
支
援
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
も
っ
て
地
域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
令
和
二
年
九
月
十
日
か
ら
同
年
十
月
十
日
ま
で

◉
　
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
南
ア
ル
プ
ス
市
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
百
二
十
九
号
　
　
令
和
二
年
九
月
十
七
日

四
七
二

す
る
日
本
国
と
欧
州
連
合
と
の
間
の
協
定
そ
の
他
の
国
際
約
束
の
適
用
を
受
け
る
調
達
契
約
に
係
る
も

の
で
あ
る
。

令
和
二
年
九
月
十
七
日

山
梨
県
警
察
本
部
長
　
　
大
　
　
窪
　
　
雅
　
　
彦

一
　
落
札
に
係
る
借
入
物
品
等
の
名
称
及
び
数
量
　
交
通
規
制
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
　
一
式

二
　
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
所
属

㈠
　
名
称
　
山
梨
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
規
制
課

㈡
　
所
在
地
　
山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号

三
　
落
札
者
を
決
定
し
た
日
　
令
和
二
年
九
月
三
日

四
　
落
札
者

㈠
　
名
称
　
N
T
T
・
T
C
リ
ー
ス
株
式
会
社

㈡
　
住
所
　
東
京
都
港
区
港
南
一
丁
目
二
番
七
十
号

五
　
落
札
金
額
　
六
千
二
百
四
十
万
円

六
　
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
　
一
般
競
争
入
札

七
　
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
公
告
を
行
っ
た
日
　
令
和
二
年
七
月
十
三
日


